
NTTデータ東北は、信用金庫が自前で所有

し運用する業務系サーバーを同社のデータセ

ンターへ移行することを提案し、システム更

改期を迎えた信金を中心に移行が広がってい

る。災害対策性の高さや保守点検が不要とな

る点のほか、更改時期の多額のコストが低減

されるメリットもあり、サーバーの一部移管

や全部移管を決める信金が増えている。

同社は、2019年から「東北金融クラウド」と
して、信金の仮想サーバーをデータセンター
に構築し、代わりに運用するサービスを展開
している。このほか、信金から引き合いの多
い預金調査や反社会的勢力の管理、経費支払
い、出資管理といったサービスも仮想サーバ
ーで提供している。
今年4月からは、新たに「東北クラウド」を

稼働。「東北金融クラウド」の利用に加えて、
信金のネットワーク構築とインターネット環
境の両方をデータセンター上で構築できる。
信金で独自に作るシステムでは、情報漏洩防
止などセキュリティー上、インターネット環
境と業務系（情報系）ネットワーク環境を分
離しなければならないが、東北クラウドでは
このニーズに対応した。

コスト削減効果も大きい。例えば、オンプ
レミス（自社運用）では更改時期に導入など
にかかっていたコストが、「買う」から「借り
る」運用へと変わるために大幅に軽減される。
例えば更改期に約1億円かかる信金であれば、
データセンターへの移行期に半分程度かか
り、以後は使用料などを支払い、トータルで
は3分の2程度になる見通し。利用するサービ
スによりケースバイケースで金額は異なる
が、投資コストが下がり、次の更改までの5～
6年間に平準化されるメリットがある。
システム投資のほか、オンプレミスの場合
は、古いシステムの廃棄処理も自ら行わなけ
ればならない。また、移行により監視や管理
はデータセンターが行うようになるため、自
金庫内で管理している場合の時間や手間など
も大幅に軽減される。
このほか、新しいシステムを追加導入する
場合も、信金側がハード面で調達することは
不要で、センターでの設定作業さえすればサー
バーの拡張ができる。他のベンダーのシステム
であっても、NTTデータ東北のデータセンタ
ーに移行して利用することが可能。こうした
汎用性の高さからも関心を示す信金が増えて
いる。  （次ページに事例紹介インタビュー）
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NTTデータ東北 ➡  安定性・安全性が担保されたIT機器が利用可能
	 24時間365日、安全に管理・運用するための最適な環境や設備、維持担当者が整っている。	
また、災害耐震や免震などの地震対策、停電や火災への対策も十分に行われている。

➡  セキュリティー対策はデータセンターへおまかせ
	 24時間の管理・警備態勢でサーバールームへの入退室を厳しくチェックされている。
➡  設備面、担当者の負荷が軽減できる
	 IT機器を管理するための環境整備などのコストや手間が削減可能。
➡  コスト削減および均一化によりお客様事業へ貢献
	 大規模な機器の購入が不要となり月額での支出となるため、IT投資費用が均一化可能。	
初期投資費用を削減することができ、また、ハードの老朽化に伴う更改対応も不要。

　　　　　　　　　　 データセンター化を活用するメリット 　（NTTデータ東北の資料より抜粋）

DC利用においては、５～６年に
1度到来するハード更改サイクルを気に
する必要はありません。利用料としてお
支払いいただくので、支出の平準化を図
ることが可能です。

ハード更改サイクルからの脱却 電気料

設備拡張の柔軟性 高い災害対策

これまでオンプレで使用してきたサーバ
等の消費電力が不要となります。

ITインフラを拡張（もしくは縮小）する
必要が生じた場合でも、契約の変更を行
えば対応が可能です。
使用する資源に応じての課金となるため、
柔軟な対応が可能です。

DCは耐震・免震性を始め、先の震災で
も電力供給が停止しなかった高い災害対
策性を誇るビル施設に設置されています。

サーバハードがDC化により遠隔化され
ることで、ハード監視等の業務から解放
され、勤務場所の制約が緩和されること
が見込まれます。

勤務場所の制約緩和 メンテナンス時の立会い不要

サーバハードが遠隔化されることにより、
これまで定期メンテナンスや、故障時の
装置交換等に必要だった、業後の立ち会
い対応が不要となります。

サーバ室用の発電機、無停電装置、空調
設備等の維持費用の低減が見込めます。
また、サーバ専有エリアが減りますので、
居室のダウンサイジングも見込めます。

マシン室等施設維持コストの低減 固定資産、償却費の低減

サーバハードレスにより、固定資産、償
却費の低減が見込めます。クラウド利用
により「 持たざる経営」に寄与すること
が可能です。
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一般的には、システム更改期で新しいシス
テムを導入する際のイニシャルコストは、そ
れなりの金額がかかる。しかし、当金庫では
今回、DCへの移行でかかる費用は通常の約
半分だ。移行してからは業務の必要に応じて
借りることになるから、買う代わりに、利用
に伴う月額の課金が発生する。トータルでは、
次の更改期までのランニングコストを含めて
3分の2程度で抑えられる。
――その次の更改期はどうなるのか。
今のサイクルで言えば、6 ～ 7年後に更改

時期が来ることになるが、更改そのものがな
くなる。ただ、OS（基本ソフト）のサポート終
了に伴って一部システムの更改という事象は
想定される。オンプレではこのほかに、電気
の使用量も少なくなる。現在、サーバールー
ムには、25台のサーバーをラックに設置して
いるが、部屋が暑くならないように常に一定
の温度に設定した空調管理をしている。職員
がそこで作業するには寒いと感じるほどの温
度だ。常に稼働しているため、そのコストも
相当程度かかっている。
――一部のサーバーを残すハイブリッド型

という方法もあるようだが。
サーバーの一部を残して、残りをDCに持

っていくのは、設備の管理や担当者の負担が
残るわけだから、中途半端になる。
――「持たざる経営」をどう考えるか。
店舗経営を例に言えば、店舗は金融機関の

象徴だから、かつてはそれなりの建設費用を
かけてつくった立派な建物が多かった。固定
資産として20年なりの減価償却をすることに
なるし、維持費もかかる。今は金融機関を取
り巻く環境が変わって、身軽な経営を考える

時代。出店や移転、退店が容易にできるよう
にするにはどうすべきかを考えると、賃貸店
舗の方がよりフレキシブルだ。

DCでは、新しいシステムを買って持ち続
けるものではなく、新しいシステムを入れる
受け皿を借りる。マンションを例に説明する
と、5人家族の家庭が3LDKのマンションを買
ったとする。やがて子どもたちが独立し、今
は夫婦で必要もない広い家に住んでいる。こ
れを3LDKのマンションを借りたとする。子
どもたちが独立した後は、夫婦で1LDKの部
屋に住み替えた。やがて、長男夫婦が孫を連
れて帰ってきて、一緒に暮らしたいと言い出
した。再び3LDKなりの広い部屋を借りると
いった具合だ。この例えは、当金庫のシステ
ムが大きくなったり、小さくなったりすると
いう意味ではない。クラウドでは、必要に応
じた活用ができるということを強調したい。
――クラウドへの抵抗感はなかったのか。
かつては不安があった。大手のベンダーで
あってもデータセンターの場所を明かさな
い。海外の企業であれば、その国の政治や治
安なども影響するからどうしても慎重になら
ざるを得ない。実際に、海外のシステムベン
ダーから提案を受けたことがある。コスト面
では確かに安いのだが、これについてはコス
トばかりを優先させるべきものでもない。だ
んだんクラウドが主流になってきたことのほ
か、長いこと取引があるNTTデータ東北であ
ることの安心感もあって決断をした。この4月
から順次移行し、7月から本格稼働する。業務
系のサーバーのほとんどが移行するが、いず
れは勘定系を除くシステムの全てが移行する
ことになると思う。

――DCへの移行を決めた理由は。
セキュリティーと電源の確保、投資コスト

の低減だ。私たちは、東日本大震災を経験し
たということもあるが、金融機関にとってシ
ステムの安定稼働は、事業を継続する上で必
要不可欠な要素だ。巨大地震が来なくても、落
雷など、ほかの自然災害で停電することだっ
てありうる。サーバールームにはサーバーを
置き、常にそこに人がいる必要はないが、リ
モートでも監視できる状態にしている。それ
でも監視センサーが異常を感じたら、いつで
も駆けつけて目で確認しなければならない。
――自家発電機の設置は。
もちろん設置している。しかし、自家発電装
置は、ある意味でやっかいなものだ。非常事態
の備えであるから、普段使うものではない。そ
れでも、いざという時のためのメンテナンス
は必要だ。長いこと走らせていない車に乗り
込んで、エンジンをかけようと思ってもかか
らないことがある。金庫のシステムが、万が

一でもそんな状況では、業務に支障を来す。
DCは、災害対策にも優れたしっかりとした
施設の中で安全に稼働をしているし、24時間
365日監視が行き届いているから安心できる。
――セキュリティー面は。
それも大きい。特にインターネットとの接
続。当金庫では、業務系サーバーとインター
ネットへつなぐネットワークとを分離して使
っているが、DCへの移行後もセキュリティ
ーレベルを落とさずに実現できる。例えば、
インターネットを使って何かの情報をダウン
ロードしようとする時は、インターネット専
用の端末で一度情報を取得し、セキュリティ
ーチェックを行って安全であることを確認し
てから、業務系にダウンロードしている。
業務系サーバーの中には、顧客情報を全て
の役職員で共有する当金庫独自の情報システ
ム「CACS-NET」（カシスネット）がある。こ
ういう業務系サーバーにインターネットを接
続できるようにすると、ウイルスを巧妙に仕
掛けたメールが送られてくることもありうる
ので、リスクが増大する。侵入されて乗っ取
られたら取り返しがつかない。
――コストはどれくらい低減するか。

TOPIC

業務系サーバーを移行、持たざる経営を選択
NTTデータ東北のデータセンターへ

青い森信用金庫 システム部門担当　工藤 経志 理事に聞く

青い森信用金庫（青森県、益子政士理事長）は、業務系サーバーをNTTデータ東北の東北クラウ
ドデータセンター（以下DC）へ移行する準備を進めている。システム更改期を迎え、これまで同様
に新しいサーバーを導入するか、災害対策やセキュリティー対策に優れ、システム投資コストも抑
えられるDCへ移行するかを検討し、最終的に移行を決断した。移行作業は4月から順次行われ、
7月に本格稼働する。自金庫にシステムを導入しない「持たざる経営」を選択した狙い、考えをシス
テム部門担当の工藤経志理事に聞いた。� （聞き手＝中谷�彰吾）

事例紹介

サーバーに設置さ
れているラックを
示す工藤理事。 9594 2022.42022.4


